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・夜間及び休日の看護部門の責任者が明確になっている。

夜勤看護長が置かれていない場合には、夜間の看護業務の責任者が明確になっている。

・勤務帯の業務内容と分担を定めて明文化している。

業務内容は、患者の療養生活に合わせて日課として行うもの、病棟の薬剤、物品の管理業務、諸検査
の準備実施等である。

他部門との業務連携や業務分担について検討する場を設け、実践している。

病棟における１看護単位が受け持つ患者数は６０床を超えていない。（４０床以下が望ましい。）

看護方式について検討し、改善している。
　　看護方式は（機能別看護・個別看護・その他　　　　　　　　　　　　　）

・看護師１人あたりの夜勤回数は適切である。

夜勤は、複数夜勤を基本とし、３交代の場合には１人月８回（６４時間）以内である。

看護部門の総括責任者（看護師）が置かれている。

看護部長（総看護師長）は看護部の理念と方針を明示している。
　　　　　　理念　「 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　方針　「　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

■看護部の機能

・看護単位の患者数は適当である。

看護部門の組織図をつくっている。

組織図を看護職員や他の部門にも周知している。

看護部門内の指揮・命令系統は１本化され、各職員は誰から指揮命令を受けるかを知っている。

点検者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職種　　　 点検日：　　　　年　　　　月　　　　日

点　　　検　　　項　　　目

■看護部の組織　

●病院看護業務自主管理票●令和４年度版

　これは貴院の看護部門における自己点検を目的としたチェックシートです。項目によっては、貴施設
に適さない内容も含まれている可能性はありますが、各項目の内容を十分に検討していただき、適切
な看護業務にお役立てください。

　立入検査当日までに施設側で自己点検・自己記入をお願いします。
（適なら［○］、不適なら［×］、貴院に関係のない項目は斜線を記入してください。）

　項目の中で、法令に定められている項目には番号の横に”☆”をつけております。

看護部門は、診療部門や事務部門等から独立し、病院組織の中で明確に位置付けられている。
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看護に必要な用具を整えている。（アイスノン、氷枕、枕、円座、便器、尿器）

病室等の療養環境の整備が適切に行われている。（プライバシーへの配慮、療養スペースの確保、清
潔の保持、整理整頓、感染防止等）

・付添看護の禁止について

病院の看護を代替し、又は看護力の補充をするような患者の負担による付添いや、家族等の付添看護
は行われていない。

■ナースステーション等の環境整備

ナースステーションは作業しやすく安全性に配慮している。
また、ナースステーション内はきれいに掃除され、整理整頓されている。

外来看護日誌が整備されている。（外来患者数、担当医師名、担当看護師名等）

看護記録は経時的に正確に記録され、記録者のサインがある。

患者の症状、観察事項等患者の反応を中心とした看護の過程（計画・実施・評価）を正確に記録してい
る。

医師の指示を正確に受け、実施者によって確実に記録されている。

褥瘡対策の十分な体制が整備されている。

・看護記録について

過去２年間の看護記録を備え置いている。

病棟管理日誌（患者の入退院、重症者の状況、実施された診療、看護職員の状況等の明記）が整備さ
れている。

ケースカンファレンスを定期的に実施している。

患者の看護目標に沿った看護を継続して行うために、個々の患者の情報や看護計画を、チームメン
バー間で共有している。

・患者へのケアについて

転倒･転落アセスメントスコアシートを利用し、患者の危険度を把握し定期的に見直しを行っている。

・看護基準・看護手順について

看護基準を作成し、各病棟に備え、活用している。

看護手順を作成している。

・ケースカンファレンスについて

・看護計画について

看護計画が患者毎に立てられ、計画による看護ケアがされている。

患者の病状の変化に応じ、計画の見直しを行っている。

提供された看護ケアについて評価し、評価結果を看護計画に反映させている。

・療養病床：看護師(准看護師を含む）の員数は入院患者４人につき１人以上である。

・療養病床：看護補助者の員数は入院患者４人につき１人以上である。

・精神病床：看護師(准看護師を含む）の員数は入院患者４人につき１人以上である。
・感染症病床：看護師(准看護師を含む）の員数は入院患者３人につき１人以上である。
・結核病床：看護師(准看護師を含む）の員数は入院患者４人につき１人以上である。

・外　　来：看護師（准看護師を含む）の員数は外来患者３０人につき１人以上である。
　　　（ただし、外来患者数に３０人未満の端数が生じた場合は、員数を１人追加する）

・医療法の看護要員数は病棟・外来とも適正である。

13 ☆

・一般病床：看護師(准看護師を含む）の員数は入院患者３人につき１人以上である。
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根拠法令及び通知
医療法
保健師助産師看護師法
看護師等の人材確保に関する法律

等

参考資料
新・病院看護機能評価マニュアル

病院経営管理指導要領
看護婦業務指針

病院機能評価報告書

看護関連施設基準・食事療養等の実際
看護業務検討会報告書
財団法人日本医療機能評価機構　自己評価調査票（病院評価項目）

看護職員の教育訓練が効率的、効果的に行われている。（手指消毒、注射器の取り扱い等）

集　　　　　　　　　　　　　　　計

病院経営管理指導

院内感染防止対策マニュアルを整備している。

病室や病棟の廊下、リネン庫の整理整頓がされている。

清潔リネンの保管や不潔リネンの保管場所が適切である。

リネンの交換時には、清潔と不潔が交差しないよう配慮している。

事故発生時の報告ルートが決められている。

インシデント(ヒヤリ・ハット)報告を行っている。（院内報告制度の整備）

インシデント（ヒヤリ・ハット）報告は多くの事例を集める工夫をし、分析・改善方法を検討し、看護職員に
還元している。

患者及び職員の安全対策について看護職員に教育している。（白衣等の衛生管理を含む。）

看護職員の退職理由を調査分析するなどして、定着の促進と離職防止に努めている。

看護職員への定期的な感染症検査（Ｂ型肝炎等の抗体検査）及びワクチン接種が行われている。

■医療事故防止対策

事故防止マニュアルを整備し、看護部門として医療事故防止対策を行っている。

・処遇・待遇について

1週間の勤務時間は４０時間以内である。

産休、育児休業等代替職員の確保がされている。

妊娠中の看護師に対する業務上の配慮をしている。

教育担当者の配置がされている。

年間プログラムを立案し、計画的に実践されている。

患者に対する言葉遣いや接遇について看護職員の教育の場を設けている。

新人サポートシステムをとっている。

■教育・処遇に関すること

・看護部職員の資質の向上について　
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